
福島大学行政社会学部・行政政策学類創設30周年記念プロジェクト  

富岡町の歴史資料とふるさとへの想いを未来へつなぐ 

東日本大震災・福島第一原発事故災害以降、本学類の教員・
学生を中心に、富岡町の歴史資料保全活動を支援してきた。
本プロジェクトでは、富岡町で歴史資料保全活動と現地調査
を実施し、その成果を広く発信して、富岡町の歴史を未来へ
つなげる支援の一助とする。 
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⇒成果報告 

問い合わせ先：行政政策学類 阿部 浩一  abe@ads.fukushima-u.ac.jp 
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